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 青森県立大間高等学校 進路指導部  

左
の
図
１
は
、
高
校
生
が
進
路
選
択
を
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
要
因
を
整
理
し
た

も
の
で
す
。
①
学
力
実
績
要
因
は
本
人
の
評
定
や
模
試
の
偏
差
値
、
取
得
し
た
資
格

や
出
欠
な
ど
、
数
値
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
す
。
②
そ
の
他
の
人
格
的
要
因
は
欲

求
、
興
味
、
性
格
な
ど
個
人
の
人
格
的
特
徴
で
す
。
③
家
庭
環
境
要
因
は
家
庭
の
経

済
状
況
や
保
護
者
の
意
向
で
す
。
④
社
会
環
境
要
因
は
景
気
や
企
業
の
雇
用
動
向
、

進
学
倍
率
な
ど
、
予
測
し
づ
ら
い
外
的
要
因
で
す
。
１
・２
年
生
は
①
～
④
の
現
状
に

つ
い
て
、
わ
か
っ
て
い
る
分
の
情
報
を
整
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
③
④
は
、
自
分
の
意
思
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
①
②
は

自
分
の
努
力
次
第
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
い
方
向
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
や
企
業
が
進
路
の
選
択
肢
に
入
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
例
え

ば
、
学
業
成
績
が
良
け
れ
ば
、
進
学
し
て
か
ら
の
授
業
料
免
除
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
も
出
て
き
ま
す
。
２
年
生
で
２
学
期
怠
け
て
し
ま
っ
た
人
は
も
う
後
が
あ
り
ま
せ

ん
。
推
薦
入
試
で
大
学
を
目
指
す
の
な
ら
平
均
評
定
は
５
・０
に
近
づ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
就
職
に
関
し
て
も
、
評
定
が
４
・８
以
上
な
い
と
内
定
を
出
さ
な
い
と
い

う
企
業
が
あ
り
ま
す
。
１
年
生
も
計
画
的
に
、
評
定
対
策
、
基
礎
学
力
の
定
着
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

２
学
期
末
ま
で
に
、
３
年
生
59
名
の
う
ち
46
名
の
生
徒
の
進
路
が
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
進
路
別
の
内
訳
が
図
２
で
す
。
就
職
に
関
し
て
は
、
過
去
最
高
に
求
人
倍
率
が

高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
受
験
１
社
目
で
内
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

短
大
・専
門
志
望
の
生
徒
も
、 

全
員
が
Ａ
Ｏ
・推
薦
入
試
で 

第
１
志
望
の
学
校
に
合
格 

し
ま
し
た
。 

 

今
、
３
年
生
の
中
で 

必
死
に
進
路
活
動
を 

継
続
し
て
い
る
の
は
、 

国
公
立
大
学
志
望
者 

と
公
務
員
志
望
者
で 

す
。
志
望
を
貫
き
、 

努
力
を
重
ね
て
い
る 

姿
は
後
輩
の
よ
き 

手
本
で
す
。
大
学 

志
望
者
は
セ
ン
タ
ー 

試
験
対
策
の
講
習
を 

受
講
中
で
す
。
最
後 

ま
で
仲
間
や
先
生
方 

と
共
に
、
頑
張
り
抜 

き
ま
し
ょ
う
。 

全校生徒 キャリア特別授業 

洋 

２年生 
企業見学会（八戸） 

文責：主任 相内 拓 

図２ 今年度３年生の進路決定状況  
（12月21日現在） 

 地域の未来と自分の生き方について考えを深めることを目
的として、キャリア特別授業を実施しました。ゲストは下北地方
で活躍する、多彩な実業家の方々です。 
 生徒の「地元を出たい」という希望を学校が否定することはで
きません。それでも、一定数の生徒には将来この地域を支える
人材を目指してほしいと考え企画を進めました。これからの下
北の経済・文化をリードする新しい人材を育てることこそ、大間
高校の役割です。地方は中央に人材を供給するために存在し
ているのではありません。「自分が地元にいたいから」地元就
職をするのではなく、「地元を何とかしたいから」地元就職をす
るという郷土愛溢れる生徒が現れることに期待します。 

進路部 直通☎ 0 1 7 5 - 3 7 - 3 5 9 8  進路部スタッフ：相内拓（主任・３年生），髙橋理恵（１年生），田中智也（２年生） 

11月8日（木）5・6限 
大間高校 × NPO法人「ぷらっと下北」 × 11名の地元ゲスト 11月14日（水） ２年Ⅰ型17名参加 

 【午前】ユニバース様 ▼３県にまたが
る店舗展開や企業戦略全般、新入社員
が青果・惣菜などの部門運営責任者を
目指すべきことを教えていただきました。   
 【午後】塚原企業グループ様 ▼トヨタ
カローラ八戸を経営。▼同社のエンジニ
アは技術検定１級の合格率が東北のト
ヨタ系列ディーラー３２社の中で１位と
のこと。▼同社の人材育成システムや
自動車整備資格全般について理解を
深めることができました。 

大学 短大 専門学校 県内 県外 公務員

男 0 1 5 5 2 1

女 4 3 9 11 5 0

計 4 4 14 16 7 1

進     学 就     職
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図１ 進路選択に関して考慮すべき要因 


